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1．本書は、長都地区道営畑地帯総合土地改良事業用地内埋蔵文化財発掘調査のうち、財団法人北海

道埋蔵文化財センターが平成7年度に調査した千歳市ユカンボシC9遺跡の埋蔵文化財発掘調査報

告書である。

2．調査は、第1調査部第3調査課が担当した。

3．本書の文責は文末に記した。編集は藤井が担当した。

4．写真撮影は、現場では調査員が行い、室内撮影は佐藤雅彦氏に依頼した。

5．石器の石材同定は、 （財)北海道埋蔵文化財センター資料調査課花岡正光が行った。

6．黒曜石産地同定は、京都大学原子炉実験所藁科哲男氏に依頼した。

7． EPMAによるII黒層中の鉱物（とくに輝石類）の化学組成の測定についてはジオサイエンス株

式会社に依頼した。

8．炭化植物種子については静修学園北海道環境文化研究センターに同定を依頼した。

9． ‘℃年代測定は京都産業大学理学部山田治氏に依頼した。

10.動物遺存体については千歳市教育委員会高橋理氏に依頼した。

11．鉄器、金属器の保存処理は肋北海道埋蔵文化財センター資料調査課田口尚が担当した。

12．調査終了後の出土遺物および記録類は北海道教育委員会が保管する。

13．調査にあたっては、下記の機関及び人々のご協力、ご助言をいただいた。

千歳市教育委員会、千歳市埋蔵文化財調査センター：大谷敏三、 田村俊之、高橋理、豊田弘良、

松田淳子、遠藤啓視、苫小牧市教育委員会、苫小牧市埋蔵文化財センター：佐藤一夫、宮夫靖夫、

渡辺俊一、工藤肇、二階堂啓也、大泉博嗣、赤石慎三、兵藤千秋、鈴木耕榮、恵庭市教育委員会：

上屋真一、松谷純一、森秀之、佐藤幾子平取町二風谷アイヌ文化博物館：森岡健治、常呂町教育

委員会：武田修、函館市教育委員会：長谷部一弘、 田原良信、佐藤智雄、南茅部町教育委員会：阿

部千春、福田裕二、山口敦、小林貢、木古内町教育委員会：鈴木正語、管野丈二、三上英則、七飯

町教育委員会：石本省三、上磯町教育委員会：森靖裕、野辺地初雄、森町教育委員会：藤田登、八

雲町教育委員会：三浦孝一、柴田信一、知内町教育委員会：高橋豊彦、松前町教育委員会：久保泰、

前田正憲、上ノ国町教育委員会：松崎水穂、斉藤邦典、札幌市教育委員会：加藤邦雄、上野秀一、

羽賀憲二、仙庭伸久、江別市教育委員会：高橋正勝、直井孝一、園部真幸、野中一宏、稲垣和幸、

石狩町教育委貝会：石橋孝夫、工藤義衛、青森県野辺地町郷土資料館：駒井知広、瀬川滋、青森県

立郷土資料館：福田友之



凡 例

1．本文及び図表中では次の略号を使用した。

H:住居跡P :土擴 F:焼土S :集石 TP:Tピット SP:小ピット

なお、遺構略号の前には、構築・検出層位の違いによって層位を付けて区別している。

IP:第1黒色土層の土擴

IIP:第1I黒色土層の土擴

2．実測図・写真図版の縮尺は、原則として次の通りである。

実測図・拓影 写真図版

遺構図 1 ： 40 縮尺不同

土器復原 1 ： 3 縮尺不同

土器拓影 1 ： 3 1 ： 3

剥片石器・石斧 l : 2 1 : 2

礫石器 1 : 3 1 : 3

3．遺構の規模については次の要領で示した。

確認面での長径×短径／底面での長径×短径／最大深さ （以上単位m)

／確認面での表面積／床（底）面での表面積（以上単位m')

なお、撹乱及び調査区の際等で検出され、全体が平面形が不明な遺構の計測値は（ ） を付け

区別して示した。

4．土層表記は、基本土層はローマ数字、住居跡・土壌等の部分的な層位はアラビア数字で示した。
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I 調査の概要

調査要項1

事業名：長都地区道営畑地帯総合土地改良事業用地内埋蔵文化財発掘調査

事業委託者：北海道石狩支庁

事業受託者：財団法人北海道埋蔵文化財センター

遣跡名：ユカンボシC9遺跡（遺跡台帳登載番号A-03-11)

調査面積: 1,590m2

所在地：千歳市長都240-2

調査期間：平成7年4月10日～平成8年3月27日

（現場期間平成7年5月8日～平成7年7月1日）
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調査に至る経緯3

北海道石狩支庁から北海道教育委員会へ平成3年9月30日付けで、長都地区道営畑地帯総合土地改

良事業用地内のおける「埋蔵文化財保護のための事前協議」があり、 これを受けて北海道教育委員会

は平成4年8月24日～平成4年8月27日にユカンボシC9遺跡の埋蔵文化財包蔵地範囲確認調査を実

施した。その結果、ユカンボシ川南岸に縄文時代中期の頃の埋蔵文化財包蔵地の所在を確認した。

これを受け石狩支庁と北海道教育委員会は、設計変更について協議したが、工事計画の変更が困難

であることから、 1,590m2については発掘調査が必要との結論に達し、財団法人北海道埋蔵文化財セ

ンターが平成7年5月8日～7月1日に発掘調査を実施した。

4 調査の方法

1 ）発掘区の設定（図1-1)

発掘区は、道路建設予定地の用地境界杭L4を原点とし、 L5と結んだ直線を基準線とした。グリ

ッドはLラインを基準線とし、原点L4に直交する線を31ラインとして5m四方で設定した。 これに

より本遺跡は南北方向に21～43、東西方向にL～Oの区画線力ぎ引かれた。各グリッドの表示は、 L

1



40区、M-35区、N-30区などと呼称した。特に小グリッドを設定することはなく、遺物はこの5m

四方のグリッドで取り上げた。 このグリッド設定は、過去のユカンボシ川流域の調査例によらない独

自のものである。

各基準杭の平面直角座標系第皿系における座標は以下のとおりである。

L4杭:X=-125,125.75,Y=-50,868.09

L5杭:X=-125,074.65,Y=-50,842.55

2）遺跡の土層（図IⅡ－1 図Ⅳ－1)

遺跡の基本層序は表土以下、樽前a降下軽石層、黒色土層、暗褐色土層、暗黄褐色土層、恵庭a降

下軽石層の順であり、樽前a降下軽石層下の黒色土層以下をI、 II、 1I1、Ⅳ、 V層とした。今回の調

査では、遺物の包含層に当たる黒色土を含有物の違いから第1黒色土層と第1I黒色土層に分層した。

I層黒色土 第1黒色土層に相当する。主に続縄文時代からアイヌ期の遺物包含層である，

II層黒褐色士 遺物包含層で、第1I黒色土層に相当する。上層部の岩片を含む部分で第1黒

色土層と分かれる。主に縄文時代の包含層である。

Ⅲ層暗褐色士 黒褐色土から恵庭aローム層にかけての漸移層。

Ⅳ層黄褐色土層 恵庭a火山灰のローム質部分を示す。

3）発掘調査の方法

遺跡は山林部分、現道部分からなり、北海道教育委員会による包蔵地範囲確認調査では、ユカンボ

シ川南岸の山林部分に良好な縄文代中期頃の包含層が確認されていた。

序
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図1－1 調査区設定図
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調査を開始するにあたり、山林部分の伐開、切り替え道路の設置、現道部分は舗装の剥ぎ取りを行

った。

そして、遺跡の状況を再確認するために、表土及びTa-a (樽前a降下軽石層）層上部は重機を

利用して除去し、Ta-a層下部（層厚10cm程度）及びI黒層上面までは人力で除去した。

I黒層上面にグリットを設定し、 レベルを測量後、ユカンボシ川に近い調査区から25％程度を掘開

した。その結果、 I黒層中に多量の遺構・遺物を確認した。 また、 II黒層においても数カ所遺構焼

土等と遺物を検出した。そして、遺構・遺物の分布は調査区北側のユカンボシ川に近い部分に濃いこ

とが確認され、 26ラインより南側に少なく 、Oラインより東側では撹乱が地山まで及んでいることが

分かった。

この25％調査の結果から調査区南側の一部及びOラインより東側は、重機による遺構確認調査を実

施した。

この25％調査に引き続き、遺物・遺構等の出現の可能性が高い調査区北側のユカンボシ川に近い部

分から調査を実施し、遺構、遺物の出現状況や排土の運搬路などを勘案し、順次掘開調査を進めた。

遺構については、可能な限り詳細に検出状況を記録、図化した。住居跡の床面の土壌については資

料を採集し、筋い分けやウオーター・セパレーションによって微細な遺物を分離~採集した。

また、 I黒層に含まれる岩片や鉱物片等の供給源を解明すること及び苫小牧市美沢16遺跡のTa

c層（樽前c降下軽石層） と比較分析を行うためにI黒層の土壌サンフ．ルを採集した。

5 整理の方法

1 ）土 器

現地では水洗後、大分類を行い、遺物台帳・遺物カードを作成し、注記作業まで終了した。注記は

遺跡名のユカンボシC9遺跡を、ユ9と略記したのちグリッド名や遺構名．遺物番号．出土層位．発

掘回数の順で、それぞれ簡略に記入した。

現地での整理を終えた遺物は、グリッド毎に仮収納し、札幌に搬送して本格的な整理作業を開始し

た。

札幌での接合・復原作業では、遺構間及び遺構と包含層間との接合関係を把握することに努め、接

合資料については、全てカードに接合状況を記載し、整理した。器形の復原が可能なものについては

接合作業段階で展開図の作成と、同一個体の識別に努めた。断片的な資料については、 口縁部文様を

もとに個体識別に努め、文様構成が想定できるものを中心に拓影図を作成した。

整理作業終了後の資料は、報告書掲載遺物、遺構、分類別に収納した。

2）石 器

石器も現地では水洗後、大分類を行い、遺物台帳・遺物カードを作成した。現地での整理を終えた

遺物は、グリッド毎に仮収納し、札幌に搬送して本格的な整理作業を開始した。

札幌の本部搬入後、全点について分類を再検討するとともに、礫石器・礫片については注記を行い、

注記終了後、接合作業を行い、全てカードに接合状況を記載し、整理した。

実測図作成に際し、遺構出土の石器を優先し、包含層出土の完形品は、ほぼ全点を作図した。

報告の記述は製作の特徴を中心に行い、必要に応じて使用痕などにも触れた。

石質・計測値は実測図掲載品のみ一覧表を作って収録した。石質については花岡正光ｶｺ表面観察・

剥片資料の検鏡によって岩石名を同定した。
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6 遺物の分類

1 ）土 器

I群土器縄文時代早期に属するもの。

a類貝殻腹縁圧痕文、条痕文が施文されているもの。

b類縄文、撚糸文、絡条体圧痕文、組紐圧痕文、貼付文など力訂施された土器、 これらには東釧

路II式、東釧路III式、 コッタロ式、中茶路式、東釧路Ⅳ式に相当するものがある。東釧路

Ⅳ式(I群b-4類)力罫出土しているが、掲載していない。

II群土器縄文時代前期に属するもの。

a－1類綱文式土器、長七谷地Ⅲ群土器に相当するもの。

a－2類春日町式土器．中野式土器などに比定され、斜行縄文、羽状縄文、結束羽状縄文が施

されたもの。

b類円筒土器下層式に相当し、植苗式・大麻V式・フゴッペ貝塚式の一部に比定されるもの。

IⅡ群土器縄文時代中期に属するもの。

a類円筒土器上層式に相当し、 フゴッペ貝塚式の一部に比定される。

b－1類天神山式土器に比定されるもの。

b－2類柏木川式土器に比定されるもの。

b－3類北筒式（トコロ6類） 、 ノダッフ｡II式、煉瓦台式に比定されるもの。北筒式に相当す

るもの力ざ少量出土している力葡、掲載していない。

Ⅳ群土器縄文時代後期に属するもの。

a類余市式、入江式に比定されるもの。

b類船泊上層式、手稲式、疵澗式、エリモB式に比定されるもの。

c類堂林式、三シ谷式、御殿山式に比定されるもの。

V群土器縄文時代晩期に属するもの。

Ⅵ群土器続縄文時代に属するもの。

a類大狩部式に比定されるもの。

b類後北式に比定されるもの。少量の遺物が出土している力、、掲載していない。

c類北大式に比定されるもの。

Ⅶ群土器擦文時代に属するもの

なお、第，黒色土層から鉄器及び金属製品が出土している。 これらについては樽前a降下軽石層

(AD1739年降下）以前であるが、明確な時期は不明である。

2）石 器（図1－2， 3， 4）

剥片石器には石雛、ポイントまたはナイフ、スクレイパーなどがあり、礫石器には石斧、たたき石、

すり石など力罫ある。

石雛は長径5cm未満のものとし、ポイントまたはナイフに関しては長径5cm以上のものとした。

剥片石器についてであるが、石雛からつまみ付きナイフまでは、定型的なものであるため、約5分

の1以上失われたと思われるものを破損品とした。スクレイパーや両面加工石器、 Rフレイク、Uフ

レイクについては石器の性格上、破損品という分類をしていない。

また、石斧・石のみに関しては、 まず形態の違いで分類し、 さらにそれぞれを製作技術の違いから
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細分した。ただし、図版の配列は完形品、刃部のみ残存のもの、基部のみ残存のもの、未成品の順で

ある。

剥片石器類

石雛

1 長身形

2 柳葉形

3 三角形

a 凹基 b平基

4 有茎

a 尖頭部力罫幅広いもの

b尖頭部が細長いもの

5 茎部不明瞭

10未成品・破損品・今後分類を要する

もの

1

A

鯵磯鶴
IA－1 1A-2 1A－3a lA－3b

霧

B ポイントまたはナイフ

l 菱形

2 木葉形

3 箆形

10未成品・破損品・今後分類を要する

もの

C石錐

1 棒状

a 大型で両端を機能部とするもの

b大型で一端を機能部とするもの

c 小型で一端を機能部とするもの

2 剥片の一端に機能部をもつもの

3 石雛に類似するもの

10未成品・破損品・今後分類を要する

もの

IA－5IA－4 IA－4b

IB－3IB－1

， つまみ付きナイフ

1 縦形 a 片面全面加工

2 横形b 片面周縁加工

10未成品・破損品・今後分類を要する

もの

IC-2IC－1a ［C-lb

図1－2 石器分類模式図(1)
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E スクレイパー

1 円弧状の刃部をもつもの

2 剥片の下端に急角度の刃部をもつも

の

3 剥片の側縁に直線状の刃部をもつも

の

4 不定型な剥片の一端に刃部をもつも

の

5 石雛に類似するもの

10今後分類を要するもの

ID－la ID-1b [D－2b

鑛

両面加工石器

1 槍形

10今後分類を要するもの

F

IE－2

『P－q
上些u

G喫形石器…本遺跡では出土していない

Rフレイク･Uフレイク

1 Rフレイク

2 Uフレイク

H
IE－4 IE－5

石核・剥片

1 石核

2 未分類剥片

3 フレイク・チップ

I

IF-10IF-1

礫石器類

石斧

l 乳棒形 a擦切痕があるもの

2 溌形 b研磨整形痕のみのも

の

3 短冊形 c 打ち欠き整形痕があ

るもの

．敲打整形痕が認めら

れるもの

10破片・今後分類を要するもの

11

A

I I－l

B石のみ

1 丸のみ a研磨整形痕のみのも

グ）

IIA-2bⅡA－la ⅡA-3c

’

図1－3 石器分類模式図(2)
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平のみ b打ち欠き整形痕があ

るもの

破片・今後分類を要するもの

2

10

C たたき石

l 棒状礫を素材とするもの

2 偏平礫を素材とするもの

3 亜円礫を素材とするもの

4 球形礫を素材とするもの

10今後分類を要するもの
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ⅡB－2b
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1 断面三角形礫を素材とするもの

2 偏平礫を素材とするもの

a 側縁を任意に使用したもの

b半円形に打ち欠き弦を使用したも

，

ⅡC-4
TT戸、

11（ご－｡ⅡC1 ⅡC-2

の

板状礫を素材とするもの

亜円礫を素材とするもの

北海道式石冠

今後分類を要するもの

ⅡD－2bⅡD-1３

４

５

ｍ

HD－4ⅡD－3 ⅡD-5

E くぼみ石

砥石

1 角柱状の礫を素材とするもの

2 棒状の礫を素材とするもの

3 板状の礫を素材とするもの

a 溝のあるもの

b溝のないもの

10今後分類を要するもの

F

謬〆
１

藍』

ⅡF－3bⅡF-1 ⅡF－2 ⅡF－3a

G石錘…本遺跡では出土していない

H石皿・台石類

礫

類

石

石

類

片

分

礫

軽

原

未

礫

礫
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２

３

４
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図1－4 石器分類模式図(3)
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7 調査の概要（図1－5）

第1黒色土層中からは、竪穴住居跡1軒、土擴8基、集石7基焼土10数ケ所が検出された。住居

跡は調査区外にかかり、調査されたのは1／3程度である。時期のわかる遺物は出土していないが平

面形や検出層位から擦文期以降と考えられる。土擴はに多量の骨片を含む焼土力ご埋められ、金属製の

耳飾が出土したIP-7や、覆土上部に4～5個体の擦文土器力罰押し潰れた状況で検出されたIP-

8等力ざある。集石は7ケ所確認され、擦文期からアイヌ期のものである。

遺物は擦文土器が主体で、大狩部式・北大式等も出土している。擦文土器は口頚部に横走沈線や無

文帯が廻る古い段階のものである。 また、鉄鍋・山刀・刀子・曲鎌・飾り金具等の金属製品も出土し

ている。これらはアイヌ文化期のものと考えられる。

第1I黒色土層中からは、竪穴住居跡4軒、土壌12基、Tピット11基、焼土十数カ所が検出された。

住居跡は縄文時代中期の円筒土器上層式が出土したIIH-4、天神山式土器が出土したIIH-1、 3

と、構築時期不明1軒である。土擴には平面形が円形のものが多く、縄文時代中期～後期初頭のもの

と思われる。Tピットには、長軸1.5mのものと長軸2～3mのもの力罰あり、いずれも調査区南側か

ら検出されている。

土器は縄文時代中期の天神山式土器が主体で、円筒土器上層式・柏木川式土器・余市式土器等も出

土している。特にIIH-4の円筒土器上層式土器の一括資料は、道央部の前期末から中期初頭のフゴ

ッペ貝塚式に後続する土器群として、道央部の中期前半を知る貴重な資料となる。
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II遣跡の位置と環境

遺跡の位置（図版11-1)

ユカンボシC9遺跡は、千歳市北部の「長都」地区に所在する。 この「長都」地区は千歳市の市街

地から約5km、西の恵庭市の市街地からは南東約3kmのところに位置し、恵庭市の「戸磯」地区

に隣接する市境でもある。この「長都」から「戸磯」にかけての一帯には恵庭市の恵庭公園を源頭と

するユカンボシ川力:流れ、遺跡はその南西岸（右岸）に位置している。

この恵庭、千歳の両市を流れるユカンボシ川は、延長約5km、幅3m程の小河川ではあるが、そ

の流域には約20ヶ所以上の遺跡力叡所在し、両市においても遺跡密度の濃い地域として知られている。

この流域の中では本遺跡は長都川との合流点に近い下流部分に位置する。

本遺跡の東隣にはユカンボシC8遺跡､ユカンボシ川の対岸には約300mのところにユカンボシC13

遺跡力ざ所在し、いずれも縄文時代中期の遺構、遺物が確認されている。 また、市道束4線を挟んだ恵

庭市側には約600mのところにユカンボシE9遺跡力：あり、縄文時代後期、続縄文期から擦文期の遺

構、遺物が出土している。 （図II-2、表2)

本年度の調査区は、標高約15m、低地との比高差約1.5m程の低位段丘上に、ユカンボシ川に直交

するように南北に長く設定され、ほぼ全体が平坦面になっているが、比高差約1mほどの緩やかな起

伏が見られた。

遺跡の地形（図11-2)

遺跡周辺は、石狩平野の南端、石狩低地帯と呼ばれる広大な低平地に当たる。 この低地帯は、約3

万年前の支笏カルデラの活動により、石狩川が北に流路を変えたことで低湿地化し、石狩川や千歳川

夕張川などの氾濫力罰繰り返されて形成された、全国的にも数少ない勾配の緩い低地帯である。

遺跡周辺の地形は、 このような低地域と、樽前山、恵庭岳から連なる段丘とが、石狩川水系の小河

川であるユカンボシ川を仲介にして、モザイク状の微細地形力罰展開する景観を示しているといえる。

遺跡の立地する低位河岸段丘は標高約15m、支笏カルデラより噴出した支笏降下軽石(spfa-1)、支笏

軽石流堆積物(spfl)などの火山砕屑物により覆われた台地から成り立っている。今回の調査区では、

これらの上に、恵庭a降下軽石(En-a)と樽前a降下軽石(Ta-a)が確認されている。

遺跡の面する低地は、ユカンボシ川によって開析されたもので、旧河道、小河谷、 自然堤防、氾濫

原などの微地形が広がる状態である。現在のユカンボシ川は「戸磯」地区付近から下流で東向きに流

れを変えて千歳市内で長都川に合流したのち千歳川に注いでいる。

航空写真判読によれば、遺跡の立地する段丘は、現ユカンボシ川と旧「トーウイッ川」 との合流地

点にややせりだしたかたちで延びている。旧「トーウイッ川」 （トイソ川）は恵庭駅の北を源流にユ

カンボシ川とほぼ並んで流れていたことが確認されている （註2） 。その合流地点は現河道と旧河道

とが数条複雑に絡んでおり、 「巾着」状に残された旧河道をいくつか確認することができた。

註l 「胆振国千歳郡千歳原野区画図」 （明治27年北海道庁）に記載あり
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空
垣 跡 名No 調 査 年 時 代

恵庭公園
T

l 1963 縄文・擦文

２ ユカンボシEl

3 ユカンボシE2

4 ユカンボシE3 縄文・アイヌ期1991

ユカンボシE85 縄文・アイヌ期1988． 1990． 1991

6 ユカンボシE4 縄文・擦文1991

7 ユカンボシE5 1991 . 1992 縄文・続縄文

8 ユカンボシE6

9 ユカンボシE7

10 ユカンボシE9 縄文・続縄文・擦文1992

11 ユカンボシC9 縄文・擦文1995

12 ユカンボシC10

13 ユカンボシCll 縄文1992

14 ユカンボシC12 縄文

15 ユカンボシC14

16 ユカンボシC8 縄文・擦文・アイヌ期1991

縄文・続縄文・アイヌ期17 ユカンボシC13 1991

18 ユカンボシC7 擦文

縄文・擦文・アイヌ期19 ユカンボシC6 1990

縄文・擦文・アイヌ期20 ユカンボシC5 1990･ 1991

縄文・擦文21 ユカンボシC3 1990

縄文・擦文22 ユカンボシC4

縄文・擦文・アイヌ期23 ユカンボシC2 1969･1988． 1989

1993･1994

縄文・擦文・アイヌ期24 ユカンボシCl 1950

擦文・アイヌ期25 オサツ 1 1950

擦文26 オサツ 3

縄文・続縄文・擦文・アイヌ期27 オサツ 2 1992･ 1993･ 1994

縄文・擦文28 オサツ 17

縄文29 オサツ 4

縄文・擦文・アイヌ期30 オサツ 5

31 長都のチャン
、

アイヌ期1965

縄文32 オサツ 6

縄文・擦文33 シマコツナイ3

34 オサツ 7 擦文

縄文35 シマコツナイ1

縄文36 シマコツナイ2

37 カマクンナイ 擦文

38 ウラヨシオシマクオマップ2 擦文

39 ウラヨシオシマクオマッフ°1 擦文

縄文・擦文40 イヨマイ 4

41 イヨマイ 3 擦文

42 イヨマイ 2 縄文

長都田中
4句

10 縄文・擦文・アイヌ期1953

44 イヨマイ 1 擦文・アイヌ期

縄文・擦文・アイヌ期45 オサツ 14 1994

16 都のチャシ アイヌ期1966

表1 周辺遺跡一覧
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ⅡI 第1黒色土層の遺構と遺物

1 概 要（図Ⅲ－1）

第1黒色土層は層厚15cm、細かい岩石片を含む黒褐色土で、確認された遺構は竪穴住居跡1軒、

土擴6基、集石7基、焼土10数ヶ所などである。竪穴住居跡はI黒層上面の落ち込みから確認された

が、大部分力ざ調査区外になり、調査されたのは1／3程度である。平面形は隅丸方形と思われ、その

規模は一辺約2mと推定される。時期は形状や層位から擦文期以降と考えられる。土擴は調査区全域

に見られ、すべて平面形は円形、規模が径1m前後のものである。遺物を伴うものが少なく 、時期に

ついては不明なものが多い。ただし、擦文土器の一個体を伴うもの(IP 8)や、骨片を含む焼土

を伴うもの(IP 7)なども見られる。集石も調査区全域に見られ、焼けた棒状礫からなるものが

多い。時期は北大式期が1基、擦文式期のものが4基、他の2基についても北大．擦文式期と考えら

れる。焼土は調査区北側に集中して確認され、骨片を含むものが多く見られた。

遺物は北大式土器と擦文式土器が主体であるが、擦文式土器には口縁に横走沈線をめぐらす古い段

階のものがある。 また、土器以外では耳飾や内耳鉄鍋などの金属製品が調査区全域にみられ、その時

期はアイヌ文化期と考えられる。

､ニ

ユ己 構2

（1） 住居跡

IH-1 (図III-2)

位置L-33 (調査区中央部西壁）

平面形隅丸方形と思われる

規模1.97×1.68/1.92×1.62/0.26/2.39/2.20

確認・調査・土層樽前a火山灰を除去後、調査区西壁に接するI黒層上面において落ち込みを発

見した。 II黒層上面で平面形を確認した。大部分は調査区外にあり、住居跡の隅部のみが確認された。

発掘区壁沿いにトレンチを入れ、壁の立ち上がりと床面の検出を試みた。その結果、覆土中に焼土と

炭化物が含まれていること力訂明らかになった。焼土・炭化物はブロック状に2カ所認められた。いず

れも壁際にあり、位置と高さにそれぞれバラツキカ罰認められることから、 これらは住居の廃棄後に形

成された可能性も考えられる。 I､レンチで検出された壁の立ち上がりから完掘した結果、掘り込みの

浅い住居であること力、判明した。土層観察は発掘区西壁面で行った。覆土は第1黒色土に恵庭ローム

の混入したもので、明褐色土である。粒子の細かい土で構成され、粘性としまりが若干認められた。

遺構はI黒中層から掘り込まれたものと思われるが、掘り込み面を明らかにすることはできなかった。

付属ピット 柱穴状ピットが3カ所検出された。いずれも恵庭ローム層を掘り込んだものである。

覆土がI黒と恵庭ロームの混ざったものであるため、本住居に伴うものと思われるが、住居跡の全体

形が不明であるため配列はわからない。掘り込みは浅く 、深さはHP-1， 2で約14cm、HP-3

で約8cmである。

床面土質が柔らかく、不明瞭な部分が多い。恵庭ロームにI黒が混入した明茶褐色土層から成

り、ほぼ平坦であった。

壁立ち上がりは不明瞭であるが、角度の緩やかな壁と思われる。

1q
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遺物の出土状態床付近より縄文中期の土器片ｶｺ1点混入して出土したが、大半は覆土出土の遺物で

ある内訳はⅢb 1の土器片7点、Ⅶの土器片43点、 スクレイパー1点、 フレイク1点、たたき石片

2点、礫・礫片3点である。

遺物土器は ⅡI群b－1類(9)、Ⅵ群c類(1)、Ⅶ群（42）計52点出土した。床面直上からはⅢ群

b－1類が1点出土している。

1は床面直上から出土したIⅡ群b－1類である。斜行縄文力：施されている。磨滅が著しい。 2～8

は覆土出土で、 2はIII群b 1類、 4はⅥ群c類、 3 ･ 5～8はⅦ群土器である。 2は斜行縄文が施

されている。 4はⅥ群c類である。無文地の口縁部に円形刺突文が加えられている。 3 ． 5～7は坏

である。 3は覆土(7)、M-32(1-1層)等の出土資料が接合した。底部を欠失する坏である。器面内

外にミガキ調整が加えられている。 5は内面に明瞭な段をもたないもの、 6は内面に明瞭な段をもつ

ものである。 7は体部破片である。 8は小型の深鉢で、 口縁部を欠失する。 口縁部端部に沈線が加え

られている。体部にはハケ調整が、揚げ底の底面には粗いへラ調整が加えられている。

石器は覆土中から7点が出土した。スクレイパー1点、たたき石2点、フレイク1点、礫・礫片3

点である。 9 ･ 10はたたき石である。 9は割れた偏平礫を素材とし、端部に敲打痕が認められるもの

である。 10は棒状の礫を素材とし、両端に敲打痕が認められるものである。両側縁、両面にも部分的

に敲打痕力罰ある。特に左側縁の敲打痕は著しい。石質はいずれも安山岩である。

時期床面直上で出土した土器片は縄文中期相当のものであったｶｺ、覆土は遺構・付属ピットい

ずれもが、 I黒土を基調とする流れ込み土である。 また、当初より樽前a火山灰層の落ち込み力苛見ら

れたことから、 この遺構の構築年代が比較的新しいことも想定される。本遺跡のI黒層ではⅦ群の擦

文土器が多出しており、 IH-1の構築時期もほぼ擦文時代に相当するものと思われる。

なお、床面出土の炭化材の'℃年代測定について下記の結果が得られている。

KSU-2786 1860±180 B・P．

（2） 土曠

IP-1 (図Ⅲ－3)

位置L 35

平面形円形

規模0.84×0．64/0.60×0.54/0.17/0.48/0.25

確認・調査・土層黒色土の上面には落ち込みは見られず、恵庭ローム層上面にて土色の違いによ

り確認された。覆土に細かな岩片を含むことからI黒層の遺構と認定した。土層断面を確認して掘り

下げたところ、恵庭ローム層下約20cm程の掘り込みを検出した。土層の堆積は単純でローム粒子の

混入もわずかであった。掘り込み面はI黒層下部にあったと考えられる。

底面恵庭ローム層中につくられており、平坦である。

壁 II黒層から恵庭ローム層にかけて緩やかに立ち上力罰っている。やわらかい。

遺物の出土状態擦文土器片、石皿をはじめ擴底に多くの遺物の出土力:見られた。

遺物土器はⅢ群b 1類(9)、Ⅵ群c類(3)、Ⅶ群(3)計15点出土した。床面からはⅦ群力罰3点出土

している。

1は床面から出土したⅦ群である。体部にはハケ調整が加えられている。 2はⅥ群c類の小型土器

である。体部にはハケ調整力罰加えられて、 口縁部には円形刺突文が施されている。

礫は覆土中から3点、床面から2点が出土した。覆土からはRフレイク、 フレイク、礫・礫片が各
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1点出土。床面からは台石・石皿類と礫・礫片が各1点出土した。

3は床面から出土した台石・石皿類である。偏平礫を素材とし、被熱による変色と、炭化物の付着

が表面に顕著である。下部周縁に剥離痕が認められ、大きな割れ面もあるが熱によるものである。 ま

た、著しい壊打痕が表面中位と周縁に認められるが、端部には敲打痕もあり、たたき石として使用し

たことも想定される。石質は安山岩である。

時期覆土から縄文時代晩期以降のものと思われる。

IP-2 (図Ⅱ1-3)

位置L-35

平面形円形

規模1.19×1.07/1.14×1．03/0.18/1.11/0.91

確認・調査・土層黒色土層の上面に落ち込みは見られず、恵庭ローム層上面にて土色の違いによ

り確認した。覆土に細かな岩片を多く含むことから、 I黒層の遺構と認定した。土層断面を確認して

掘り下げたところ、恵庭ローム層下約20cm程の掘り込みを検出した。土層の堆積は単純で2層が確

認された。確認面上からは礫が出土している。掘り込み面はI黒層の下部と考えられる。

底面恵庭aローム層中につくられており、平坦である。

壁恵庭aローム層から11黒層にかけて、緩やかな立ち上力ぎりを見せる。

遺物の出土状態底面からの出土は見られず、覆土からのみ見られた。

遺物覆土からⅢ群b－1類が9点出土した。小破片で、磨滅力ぎ著しいため掲載しなかった。

時期覆土の状況からみて続縄文期以降のものと思われる。

IP-3 (図Ⅲ－3)

位置L-34

平面形円形

規模1.04×0.59/1.04×0.45/0.24/0.87/0.23

確認．調査・土層黒色土層の上面に落ち込みは見られず、 II黒層上面にて土色の違いにより確認

された。覆土に細かな岩片を含むことから、 ’黒層の遺構と認定した。土層断面を確認して掘り下げ

たところ、恵庭aローム層下約20cmの掘り込みを検出した。土層の堆積は単純で、黒褐色土を主体

とする層と外部からの流れ込みによる層からなっていた。掘り込み面は明らかでない。

底面恵庭aローム層中につくられており、やわらかい。わずかな起伏を伴うものの、概して平

坦である。

壁恵庭aローム層からII黒層にかけて、緩やかに立ち上がる。

遺物の出土状態覆土中より縄文中期の土器片の混入が見られた。

遺物土器はⅢ群a類(2)、Ⅲ群b 1類(4)計6点出土した。いずれも覆土出土である。小破片

で、磨滅が著しいため掲載しなかった。

石器は覆土中から2点出土した。石雛片1点と砥石1点である。

1は石錐片である。下半部を欠くため、全体の形状は定かでない。両側縁に微細な潰れが認められ

る。石質は黒曜石である。

2は板状の砥石である。両面を使用したもので、石質は砂岩である。

時期覆土から続縄文期以降のものと考えられる。
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IP-4 (図Ⅱ1-3)

位置L-33、 L-34

平面形東西を長軸とする楕円形

規模0.98×0.28/0.67×0.24/0．16/0.27/0.15

確認・調査・土層黒色土層上面に落ち込みなどは見られなかった力ざ、 IIP-3を掘り下げる過程

で、その壁面から確認されたものである。覆土に岩片が多く含まれていることからI黒層の遺構と認

定した。土層断面を確認して掘り下げたところ、 IIP-3よりも浅い、約15cmほどの掘り込みを検

出した。一部ではあるが士層の堆積は単純で3層を確認した。掘り込み面は明らかでない。

底面恵庭aローム層中に作られている。丸底である。

壁恵庭aローム層からII黒層にかけて緩やかに立ち上力罫っている。

遺物の出土状態 IIP-3出土のものと思われる縄文中期の土器片の混入が見られた。

遺物土器は III群b－1類が5点出土した。いずれも覆土出土である。小破片で、磨滅が著し

いため掲載しなかった。

時期おそらく、続縄文期以降のものと思われる。

IP-7 (図Ⅲ－3)

位置N-39

平面形東西を長軸とする楕円形

規模1.02×0.66/0.58×0．34/0.11/0.50/0.16

確認・調査・土層黒色土層の上面に落ち込みは見られず、 II黒層上面にて、土色の違いにより確

認した。覆土に細かい岩片が含まれることから、 I黒層と認定した。土層断面を確認しながら掘り下

げたところ、多量の焼土を伴う約10cmほどの掘り込みを検出した。土層の堆積は2層を確認し、上

部は細かい骨片を多く含んだ黒褐色土からなり、下部は焼土ブロックから成る火床面を形成していた。

I黒層は撹乱によりすでに失われており、掘り込み面は不明である。

底面 II黒層中につくられており、平坦である。

壁 II黒層からなり、緩やかに立ち上がっている。

遺物の出土状態覆土の焼土中より、鉄製の垂飾、擦文土器片、 フレイク、礫片などが出土してい

る。

遺物Ⅶ群土器が6点出土し、 うち4点が焼土中からである。

1～3は焼土中出土である。いずれも体部破片で、 1の口縁部下端には刺突列が加えられている。

金属製品 4は焼土中から出土した耳飾りと思われる。細い角柱状のものを2乃至3本より合わせ

たものである。素材は不明である。

時期覆土中の遺物より、擦文期のものと思われる。

IP-8 (図111-4 ･ 5)

位置N-28

平面形円形

規模0.51×0.49/0.32×0．34/0.16/0.19/0.09

確認・調査・土層 I黒層1回目の掘り下げ中に、炭化材・炭化物と土器の集中地点を確認する。

調査区N-28の全面を1回掘り下げた後、土器の周辺を精査し、数個体の擦文土器が入れ子状に潰れ
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た土器片の集中範囲を確認した。土器の出土状況の作図・撮影終了後、 さらに下部の作図を並行しつ

つ半裁を行ったところ、暗横褐色土、多量の炭化材・炭化物層及び焼骨を含む焼土層が擴底にあるこ

とがわかった。

壁壁は比較的急角度であるが丸味をもち立ち上がる。

底面断面形は浅い椀状を呈す。

土塘の検出状況覆土の堆積状況からあたかも掘り込みをもつ炉跡焼土のように思われ、上部から

出土した土器の集中については、あたかも焚火の上に入れ子状に据えられた土器力罫遺棄されたことか

ら生じたことを窺わせている。

遺物Ⅶ群土器が88点覆土から出土した。 しかし、出土状況はあたかも浅く掘り込んた野外炉上

に折り重なる状況で出土していることから本遺構に伴うものである。

1は覆土から出土し、 S－1、調査区N-28 (1-1層他）出土の資料と接合した。 口唇部直下に

は3条、 口頚部下端には2条の沈線が施されている。体部にはハケ調整が加えられている。 2は底部

を欠失する。覆土から出土し、N-28 (1-1層） 、M-30 (1-1層） 、 L-31 (1-1層、 1－

2層）出土の資料と接合した。 口唇部直下には3条、 口頚部下端には3条の沈線が施され、 口頚部は

ミガキ調整が施されている。体部には縦位のハケ調整が加えられている。 3は底部を欠失する。覆土

から出土し、調査区N-28 (1-1層他）出土の資料と接合した。 口唇部直下には4～3条、 口頚部

下端には3条の沈線力訂施され、 さらに口縁部を2段に区画するように中位にも2条の沈線が加えられ

いる。 口頚部上位に横位のハケ調整、下位にはミガキ調整が施され部分的にハケメカゴ認められる。体

部には縦位のハケ調整力、加えられている。 4は覆土から出土し、N-28 (1-1層）出土の資料と接

合した。 口唇部直下には3条、 口頚部下端には1条の沈線が施され、 さらに口縁部を2段に区画する

ように中位にも1条の沈線力ざ加えられている。 口頚部には横位のハケ調整が認められる。体部には不

規則な縦位気味のハケ調整が加えられている。

時期覆土中の遺物から擦文期のものと考えられる。

なお、擴底出土の炭化材の'4C年代測定について下記の結果力ざ得られている。

KSU-2587 1310±30 B.P.
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